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蛇
口
追
跡
（
そ
の
二
）

―
用
途
と
狂
言
面
―保

田
　
紹
雲

一
、
は
じ
め
に

因
州
藩
旧
蔵
能
面
の
面
裏
に
「
蛇

口
」
と
記
さ
れ
た
面
や
そ
の
同
相
面

（
写
真
①
）
と
京
都
・
金
剛
宗
家
の

「
雷
」
と
は
眉
や
上
唇
の
僅
か
な
形
の

違
い
を
除
き
、
ほ
ぼ
同
形
で
あ
る
。

前
号
の
拙
稿
「
蛇
口
追
跡
（
そ
の

一
）」（
注
１
）
で
は
こ
れ
等
の
面
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
図
鑑
等
か
ら
主
に
名

称
に
関
す
る
考
察
を
行
っ
た
が
、
今

回
は
他
の
文
献
も
含
め
て
用
途
に
つ

い
て
記
さ
れ
た
も
の
を
比
較
・
考
察

を
す
る
と
共
に
「
大
飛
出
」
に
関
す

る
疑
問
や
狂
言
面
の
「
蛇
口
」、
さ
ら

に
能
面
と
狂
言
面
で
同
相
の
「
大
蛇
」

に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

二
、「
蛇
口
」「
雷
」
の
用
途
に
つ
い
て

『
能
面
大
鑑
』（
注
２
）
の
用
途
に
関

す
る
記
述
で
は
「
蛇
口
」
は
《
大
蛇

（
お
ろ
ち
）
》
に
使
用
す
る
と
あ
り
、

金
剛
家
の
「
雷
」
は
《
加
茂
》
《
雷

電
》
に
使
用
す
る
と
あ
る
。

（
以
下
、
面
の
名
称
と
能
の
名
称

が
混
乱
す
る
の
で
、
面
の
名
称
に
は

「
」
を
能
の
名
称
に
は
《
》
を
付
す
。）

中
村
保
雄
稿
『
幽
玄
乃
美
―
解
説

編
』（
注
３
）
に
も
金
剛
家
の
「
雷
」

の
用
途
は
「
い
か
ず
ち
が
登
場
す
る

《
加
茂
》
や
《
雷
電
》
に
後
シ
テ
に

使
う
。
こ
れ
ら
の
面
は
、
本
来
な
ら

大
飛
出
を
使
用
す
る
か
ら
、
特
殊
演

出
の
場
合
に
使
う
と
思
え
ば
よ
い
。」

と
あ
る
。

「
蛇
口
」
と
「
雷
」
は
そ
の
名
称

も
用
途
も
異
な
っ
て
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
写
真
で
も
見
な
け
れ
ば
ま
っ

た
く
別
種
の
面
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
前
述
し
た
よ
う
に
形
か
ら
見
れ

ば
同
種
の
面
で
あ
る
。

《
大
蛇
》
は
出
雲
伝
説
で
稲
田
姫

を
呑
も
う
と
す
る
八
岐
大
蛇
（
や
ま

た
の
お
ろ
ち
）
を
素
盞
鳴
神
が
退
治

す
る
物
語
で
、
こ
の
後
シ
テ
は
、
大

蛇
で
あ
り
、
悪
役
で
あ
る
。

《
雷
電
》
の
後
シ
テ
は
御
所
を
荒

れ
狂
う
雷
神
で
、
最
後
に
天
満
大
自

在
天
神
と
贈
官
さ
れ
て
喜
ぶ
も
の
の

基
本
は
悪
神
で
あ
る
。

《
加
茂
》
の
後
シ
テ
は
《
雷
電
》

と
同
じ
雷
で
は
あ
る
が
王
城
を
守
る

別
雷
の
神
で
善
神
で
あ
る
。

筆
者
に
は
「
蛇
口
」
や
「
雷
」
の
相

貌
は
強
い
と
云
う
よ
り
も
、
凶
悪
さ

を
感
じ
る
恐
ろ
し
い
面
で
あ
り
、
悪

神
と
し
て
《
大
蛇
》
や
《
雷
電
》
用

い
る
の
に
は
良
い
が
、
そ
れ
が
特
殊

演
出
の
場
合
と
し
て
も
、《
加
茂
》
の

善
神
と
し
て
用
い
る
に
は
ふ
さ
わ
し

い
相
貌
で
あ
ろ
う
か
疑
問
に
感
じ
る
。

三
、
大
飛
出
の
面
に
つ
い
て
の
疑
問

『
申
楽
談
義
』（
注
４
）
の
面
の
こ

と
の
項
に
「
飛
出
」
の
面
の
由
来
を

《
雷
電
》
で
比
叡
山
の
座
主
の
言
葉

に
菅
丞
相
の
霊
が
激
怒
し
、
態
度
を

急
変
し
て
雷
と
な
る
場
面
で
「
「
飛

出
」
は
菅
丞
相
の
柘
榴
く
わ
つ
と
吐

き
給
え
る
所
を
打
。」
と
あ
り
、
後
シ

テ
は
荒
れ
狂
う
雷
神
と
な
る
の
で
、

恐
ろ
し
い
相
の
は
ず
で
あ
る
。

現
行
の
「
大
飛
出
」
の
面
は
さ
ほ

ど
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
さ
せ
無
い
し
、

天
上
の
善
神
で
あ
る
《
加
茂
》
や

《
嵐
山
》
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の

が
ど
う
も
釈
然
と
し
な
い
。

筆
者
に
は
『
申
楽
談
義
』
の
「
飛

出
」
の
由
来
に
該
当
す
る
面
と
、
現

行
の
天
上
の
善
神
役
に
用
い
る
「
大

飛
出
」
と
は
同
名
で
も
相
は
異
な
っ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
方
が
納
得

出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

因
み
に
中
村
保
雄
著
『
能
の
面
』

（
注
５
）
に
は
流
布
し
て
い
る
「
大
飛

出
」
と
は
異
な
っ
た
面
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

四
、
狂
言
面
の
「
蛇
口
」

「
蛇
口
」
と
い
う
名
前
の
面
は
狂

言
面
に
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

大
蔵
虎
明
著
『
昔
語
抄
』
（
注
６
）

に
は
家
（
大
蔵
家
）
の
狂
言
面
に
つ

い
て
列
記
し
た
中
に
、
「
蛇
口
」
・

《
犠
（
い
け
に
え
）
》
の
間
に
き

る
。」
と
あ
る
。

《
犠
》
は

《
池
贄
》
《
生
熱

（
贄
）
》
《
生
贄
》
な
ど
同
音
異
字
で

書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。（
以
下

《
生
贄
》
と
記
す
）

《
生
贄
》
は
番
外
曲
で
あ
ま
り
上

演
さ
れ
な
い
の
で
、
そ
の
あ
ら
す
じ

と
間
の
語
り
か
ら
役
柄
を
み
よ
う
。

都
か
ら
知
る
人
を
訪
ね
て
妻
子
を

伴
い
東
国
へ
の
旅
の
途
中
、
駿
河
・

吉
原
の
宿
で
富
士
の
御
池
の
贄
の
神

事
に
遭
遇
し
、
娘
が
生
贄
の
籤
に
当

っ
て
し
ま
い
泣
き
悲
し
む
中
、
中
入

で
間
狂
言
に
大
蛇
が
出
て
き
て
「
か

様
に
罷
出
た
る
ハ
。
富
士
の
御
池
に

年
久
敷
住
大
蛇
な
り
。
只
今
是
へ
出

る
事
余
の
義
に
あ
ら
ず
。
今
月
今
日

は
。
富
士
権
現
よ
り
い
け
に
へ
を
。

我
等
に
あ
た
へ
給
う
程
に
。
の
ま
ふ

と
存
罷
出
た
」
と
言
っ
て
生
贄
に
な

っ
た
娘
を
丸
呑
み
に
し
よ
う
と
す
る
。

其
処
へ
富
士
権
現
の
お
使
い
・
日

の
御
子
の
神
が
現
れ
、
今
よ
り
生
贄

を
止
め
、
国
土
安
全
に
な
す
と
神
託

し
、
娘
は
無
事
に
帰
さ
れ
、
大
蛇
は

飲
み
損
の
う
た
と
悔
し
が
る
。（
注
７
）

（
注
８
）

狂
言
面
の
「
蛇
口
」
と
い
う
面
は

狂
言
面
の
図
鑑
な
ど
を
調
べ
て
も
若

い
娘
を
一
飲
み
に
す
る
よ
う
な
恐
ろ

し
い
相
の
面
に
該
当
し
そ
う
な
も
の

が
見
当
た
ら
な
い
の
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
面
を
使
う
の
だ
ろ
う
か
。

も
し
か
す
る
と
能
面
の
「
蛇
口
」

①男蛇（蛇口）出目満矩作



こ
の
面
は
東
雲
神
社
の
文
化
庁
調
査
目

録
の
一
六
〇
番
の
も
の
で
、
面
裏
に
は

「（
朱
書
）
ヲ
ロ
チ
（
貼
紙
墨
書
）
百
八
拾

六
番
（
白
ペ
ン
キ
）
十
」
と
あ
る
。

東
雲
神
社
の
総
て
の
面
に
は
整
理
番
号

が
面
裏
に
白
ペ
ン
キ
で
書
か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
番
号
は
能
面
は
ロ
ー
マ
数
字
、
狂
言

面
は
漢
数
字
と
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
こ
れ
が
狂
言
面
の
分
類
に
入
れ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

ま
た
、
写
真
の
角
度
は
違
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
と
同
名
同
相
と
見
ら
れ
る
面
が
藤
堂

伯
爵
家
蔵
の
能
面
「
大
蛇
」
と
し
て
『
能

面
大
鑑
』
序
巻
三
三
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
説
明
に
は
「【
類
別
】
蛇
の
一

種
。【
用
途
】
大
蛇
。
等
に
用
ふ
べ
し
。」

と
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
大
蛇
」
面
は
、
能
面
と
狂
言

面
が
同
じ
相
の
面
で
、
い
ず
れ
も
悪
役
の

大
蛇
の
役
に
用
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
他
に
「
大
蛇
」
の
名
前
が
付
い
た
面

に
つ
い
て
の
記
述
で
、
斉
藤
香
村
稿
「
能

面
研
究
（
六
）」（
注
９
）
に
「
大
蛇
の
名
前

が
付
け
ら
れ
た
能
面
が
伊
丹
・
小
西
家
に

あ
る
そ
う
だ
が
、
未
だ
拝
見
し
な
い
か
ら
、

と
同
名
同
相
の
可
能
性
も
あ
り
そ
う
に
思

わ
れ
る
。

大
蔵
流
に
は
狂
言
面
「
蛇
口
」
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
、
狂
言
面
「
大
蛇
」
と
能
面
「
大
蛇
」

に
つ
い
て

こ
の
「
蛇
口
」
と
同
じ
よ
う
に
大
蛇
の

役
柄
に
使
用
す
る
と
推
定
さ
れ
る
面
に

「
大
蛇
」
と
い
う
名
の
面
が
狂
言
面
と
能

面
の
双
方
に
あ
る
。

松
山
市
の

東
雲
神
社
蔵
の

狂
言
面
の

「
大
蛇
」
が
あ
る
。

恐
ろ
し
い
相
貌
か
ら
狂
言
面
の
「
蛇

口
」
と
同
じ
く
生
贄
の
間
に
用
い
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

名
だ
け
に
留
め
お
く
。」
と
あ
る
。

伊
丹
・
小
西
家
の
売
立
目
録
二
五
七
に

因
州
藩
旧
蔵
の
「
蛇
口
」
と
同
相
の
面

（
写
真
①
）
が
「
男
蛇
」
出
目
満
矩
作
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
大
蛇
」
の
名

は
こ
の
売
立
目
録
の
中
に
は
見
ら
れ
な
い

の
で
、
香
村
の
言
う
「
大
蛇
」
と
名
付
け

ら
れ
た
能
面
は
、
こ
れ
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
。

此
の
面
は
そ
の
後
、
長
沢
氏
春
氏
蔵
と

な
っ
て
『
古
能
面
傑
作
五
十
撰
』（
注
10
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

六
、
お
わ
り
に

一
般
に
狂
言
面
は
能
面
の
崩
し
と
言
わ

れ
、
能
面
の
シ
リ
ヤ
ス
な
形
か
ら
派
生
し

た
愉
快
な
形
の
も
の
が
多
い
。

し
か
し
、
本
稿
で
紹
介
し
た
狂
言
面

「
大
蛇
」
は
、
能
面
の
型
を
そ
の
ま
ま
狂
言

面
と
し
て
流
用
し
て
使
用
し
て
い
る
稀
な

例
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
《
生
贄
》
が
番
外
曲
で
、
上
演

頻
度
が
少
な
く
、
そ
れ
専
用
の
面
を
わ
ざ

わ
ざ
開
発
・
制
作
す
る
こ
と
を
し
な
い
で
、

能
面
の
型
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
と
考
え

る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
大
蔵
流
の
狂
言
面
「
蛇
口
」
と

能
面
「
蛇
口
」
と
同
名
で
あ
る
が
、
も
し
、

こ
れ
が
同
相
で
あ
れ
ば
、
能
面
と
狂
言
面

で
同
相
の
面
が
「
大
蛇
」
の
外
に
「
蛇
口
」

も
あ
る
こ
と
に
な
る
。

本
稿
を
記
す
に
あ
た
っ
て
飯
塚
恵
理
人

氏
か
ら
多
く
の
資
料
と
教
示
を
頂
い
た
。

紙
上
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

な
お
、
本
稿
の
写
真
は
故
内
藤
泰
二
師

撮
影
の
も
の
及
び
伊
丹
小
西
家
売
立
目
録

売
立
番
号
二
五
七
（
注
11
）
で
「
男
蛇
」
と

し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
、『
能
面
大
鑑
』

よ
り
転
載
し
た
。

（
注
１
）『
東
海
能
楽
研
究
会
年
報
・
第
十
号
』
二

〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
）
三
月
三
十
一
日
・
幹

事
校
・
名
古
屋
女
子
大
学
文
学
部
林
研
究
室
）

（
注
２
）
斉
藤
香
村
著
『
能
面
大
鑑
』
大
正
九
年

十
一
月
廿
日
発
行
能
楽
書
院
。
復
刻
昭
和
五
三

年
四
月
二
八
日
東
洋
書
院
　

（
注
３
）
中
村
保
雄
著
『
金
剛
家
秘
宝
・
幽
玄
乃

美
―
解
説
編
』
淡
交
社
・
昭
和
五
七
年
七
月
十

五
日
発
行
八
六
頁

（
注
４
）
世
阿
弥
談
・
秦
元
能
聞
書
『
世
子
六
十

以
後
申
楽
談
義
』
（
略
称
『
申
楽
談
義
』
）
（
中

村
保
雄
著
『
能
面
』
昭
和
五
四
年
十
一
月
十
五

日
駸
々
堂
発
行
十
六
頁
よ
り
）

（
注
５
）
中
村
保
雄
著
『
能
の
面
』
昭
和
四
四
年

四
月
一
日
河
原
書
店
発
行
四
六
頁

（
注
６
）
大
蔵
虎
明
著
『
昔
語
抄
』（
野
村
万
蔵
著

『
狂
言
面
・
附
装
束
と
小
道
具
』（
昭
和
三
一
年

十
月
十
日
わ
ん
や
書
店
発
行
二
八
頁
）

（
注
７
）「
番
外
謡
曲
五
十
一
番
・
三
七
池
贄
（
い

け
に
え
）」（『
日
本
名
著
全
集
（
第
一
期
出
版
江

戸
文
芸
之
部
第
二
十
九
巻
）
謡
曲
三
百
五
十
番

集
』
昭
和
三
年
五
月
十
八
日
発
行
よ
り
要
約
）

（
注
８
）
（
「
大
蔵
流
・
貞
享
松
井
本
・
犠
牲
」
法

政
大
学
能
楽
研
究
所
編
・
能
楽
資
料
集
成
十
六

『
貞
享
年
間
・
大
蔵
流
間
狂
言
本
二
種
（
続
）
』

（
昭
和
六
二
年
六
月
三
十
日
・
わ
ん
や
書
店
発
行
）

（
大
蔵
流
・
貞
享
鞍
貫
本
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
）

（
注
９
）
斉
藤
香
村
稿
「
能
面
研
究
（
六
）」（『
能
楽
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二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
子
を
跡
継
ぎ
に
す

る
と
い
う
約
束
で
、
そ
の
海
人
は
海
に
潜

っ
て
宝
珠
を
取
り
返
す
が
、
命
を
落
と
し

て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
房
前
と
名
付
け
ら

れ
た
そ
の
海
人
の
子
が
志
度
の
浦
を
訪
れ

る
と
、
土
の
中
か
ら
供
養
を
頼
む
母
の
声

が
聞
こ
え
る
。
そ
こ
で
房
前
は
母
の
た
め

に
様
々
な
形
で
追
善
を
行
い
、
法
華
八
講

も
房
前
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
、
と
い
う

よ
う
に
話
は
進
ん
で
い
く
。
だ
か
ら
、
死

ん
だ
後
の
海
人
は
、
縁
起
の
中
で
は
姿
を

見
せ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
能
で
は
、
十
三
歳
の
房
前
が
志

度
の
浦
を
訪
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、

そ
こ
に
、
ま
ず
母
親
の
幽
霊
が
、
海
人
の

姿
で
会
い
に
来
る
。
海
人
は
前
場
の
最
後

で
、
自
分
が
房
前
の
母
の
幽
霊
で
あ
る
と

正
体
を
明
か
し
て
一
旦
は
退
場
す
る
。
し

か
し
、
房
前
が
追
善
供
養
を
す
る
こ
と
で
、

房
前
の
母
は
再
び
竜
女
（
小
書
に
よ
っ
て

は
姿
が
異
な
る
）
の
姿
で
現
れ
、
舞
を
舞

い
、
死
後
十
三
年
を
経
て
成
仏
す
る
と
こ

ろ
で
終
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
縁
起
の
中

に
は
登
場
し
な
い
、
前
シ
テ
「
海
人
の
幽

霊
」
と
後
シ
テ
「
成
仏
す
る
竜
女
」
と
い

う
人
物
像
は
、
い
ず
れ
も
謡
曲
作
者
の
創

作
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
誰
が
こ
の
二
つ
の
人
物
像
を
考

え
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
あ
ま
』
と
い
う
能
は
、
金
春
権
守

こ
ん
ぱ
る
ご
ん
の
か
み

に

よ
っ
て
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
世
阿

弥
の
『
申
楽
談
儀
』
に
書
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
金
春
権
守
に
つ
い
て
は
、
彼
が

舞
を
舞
え
な
い
役
者
で
あ
っ
た
と
も
記
さ

れ
て
い
る
。
一
方
で
世
阿
弥
は
、
自
分
の

画
報
』
第
十
一
巻
第
九
号
・
大
正
六
年
九
月
号
）

（
注
10
）『
古
能
面
傑
作
五
十
撰
』（
毎
日
新
聞
社
・

昭
和
五
九
年
九
月
三
十
日
発
行
）

（
注
11
）『
某
家
（
伊
丹
・
小
西
家
）
所
蔵
品
入
札

目
録
』
昭
和
八
年
一
月
二
十
四
日
開
札
・
大
阪

美
術
倶
楽
部
発
行

能
『
海
人
あ

ま

』
の
幽
霊
に
つ
い
て思

う
こ
と

三
苫
　
佳
子

「
海
女
の
玉
取
伝
説
」
と
し
て
知
ら
れ

る
話
が
香
川
県
の
志
度
寺
と
い
う
寺
の
縁

起
の
中
に
伝
わ
る
。
能
『
海
人
（
観
世
流

で
は
海
士
と
記
す
）』
は
、
こ
の
縁
起
を
基

に
し
た
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
注
１
）。

し
か
し
、
舞
台
化
さ
れ
た
『
海
人
』
に
は
、

縁
起
の
内
容
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

点
が
あ
る
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
の
は
能
の
後
半
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
藤
原
房
前
が
母
で
あ

る
海
人
の
追
善
供
養
を
始
め
る
と
、
死
ん

だ
海
人
が
竜
女
と
な
っ
て
登
場
し
成
仏
す

る
が
、
こ
の
こ
と
は
縁
起
に
は
書
か
れ
て

い
な
い
。

今
一
つ
は
、
も
と
も
と
志
度
寺
の
縁
起

の
中
に
は
、
海
人
の
幽
霊
は
現
れ
な
い
、

と
い
う
点
で
あ
る
。

縁
起
に
描
か
れ
て
い
る
話
は
、
基
本
的

に
時
間
の
順
序
に
従
っ
て
い
る
。
竜
宮
に

奪
い
取
ら
れ
た
宝
珠
を
取
り
戻
す
た
め
に

藤
原
不
比
等
が
讃
岐
国
の
志
度
の
浦
を
訪

れ
、
そ
こ
で
一
人
の
海
人
と
契
り
を
結
ぶ
。

作
品
に
舞
の
場
面
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

苦
心
し
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
究
極
の
舞

が
「
天
女
舞
」
で
あ
り
、「
天
女
舞
」
を
舞

っ
た
形
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
作
品
の
一
つ

に
『
海
人
』
が
あ
る
（
注
２
）。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
能
『
海
人
』
は
、

前
場
に
は
金
春
権
守
が
演
じ
て
い
た
段
階

の
古
い
形
を
残
し
た
ま
ま
、
後
場
に
舞
の

場
面
を
加
え
る
と
い
う
方
法
で
世
阿
弥
に

よ
っ
て
改
作
さ
れ
、
世
阿
弥
が
手
直
し
し

た
形
が
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
き
て
い
る
（
注
３
）。
こ
の
見
解
に
従

え
ば
「
成
仏
す
る
竜
女
」
は
、
改
作
の
時

に
世
阿
弥
が
新
し
く
書
き
加
え
た
登
場
人

物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

す
る
と
「
海
人
の
幽
霊
」
は
、
金
春
権

守
か
、
そ
の
周
辺
に
い
た
金
春
系
の
作
者

に
よ
っ
て
、
世
阿
弥
以
前
か
ら
す
で
に
考

え
出
さ
れ
て
い
た
人
物
像
だ
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
申
楽
談
儀
』（
注
４
）
の
記
事
か
ら
は
、

金
春
権
守
の
演
じ
た
古
い
段
階
の
『
海

人
』
の
実
態
を
、
二
つ
の
場
面
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
目
は
「
あ
ら
な
つ
か
し
の
あ
ま
人

や
と
、
御
涙
を
流
し
給
へ
ば
」
と
謡
わ
れ

た
箇
所
。
こ
こ
は
今
日
で
は
地
謡
に
よ
っ

て
謡
わ
れ
て
お
り
、
自
分
の
母
が
賤
し
い

海
人
で
あ
る
と
噂
さ
れ
た
房
前
が
、
志
度

の
浦
を
訪
れ
て
海
人
の
女
に
会
い
、
亡
き

母
を
懐
か
し
く
思
う
場
面
で
あ
る
。「
御

涙
」
と
い
う
言
葉
が
金
春
系
の
独
自
の
節

で
謡
わ
れ
て
い
た
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

記
事
で
あ
る
。

二
つ
目
は
「
乳
の
下
を
掻
い
切
り
、
玉

を
押
し
込
め
」
と
あ
る
か
ら
『
玉
ノ
段
』

の
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
を
金
春
権
守
は

「
黒
頭
に
て
、
軽
々
と
出
で
立
て
、
こ
ば
た

ら
き
の
風
体
也
」
と
、
男
性
用
の
か
つ
ら

で
あ
る
「
黒
頭
」
を
つ
け
、
し
か
も
軽
々

と
登
場
し
活
発
に
動
き
回
っ
た
。
こ
の
演

じ
方
を
世
阿
弥
が
、
女
性
の
役
に
は
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
批
判
し
た
、
と
い
う
記
事

で
あ
る
。

ど
ち
ら
の
場
面
も
今
は
能
の
前
半
、
中

入
り
前
に
、
同
じ
扮
装
の
ま
ま
で
演
じ
ら

れ
て
い
る
。
で
は
、
金
春
権
守
は
最
初
か

ら
「
黒
頭
」
で
登
場
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
そ
の
姿
で
房
前
の
涙
を
誘
う
場

面
を
演
じ
る
の
は
、
い
か
に
も
不
自
然
で

あ
る
。
最
初
に
普
通
の
海
人
の
女
と
し
て

登
場
し
た
な
ら
、『
玉
ノ
段
』
を
「
黒
頭
」

で
舞
う
た
め
に
は
、
ど
こ
か
で
姿
を
変
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
の
『
海
人
』
の
前
半
に
は
、
全
体

に
わ
た
っ
て
金
春
権
守
が
演
じ
た
時
の
形

が
残
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る

わ
け
だ
が
、
そ
こ
に
変
装
で
き
る
よ
う
な

場
面
が
あ
っ
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

「
普
通
の
海
人
」
と
「
玉
ノ
段
の
海
人
」
と

を
演
じ
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
早
変
わ
り
や
退
場
な
ど
、
何

ら
か
の
手
順
を
踏
む
と
か
、
あ
る
い
は
、

こ
の
二
つ
が
別
の
役
で
あ
っ
た
と
か
、

様
々
な
可
能
性
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
現
在
で
は
前
シ
テ
の
役
で
あ

る
海
人
は
、
か
つ
て
は
幽
霊
で
は
な
か
っ

た
、
と
仮
定
し
て
み
よ
う
。
志
度
に
住
む

「
普
通
の
海
人
」
か
ら
、
房
前
は
亡
き
母
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海
士
人
の
幽
霊
よ
」
と
彼
女
の
正
体
が
明

か
さ
れ
、
や
が
て
海
人
の
姿
は
消
え
て
し

ま
う
。

現
代
で
は
、
鑑
賞
に
先
だ
っ
て
筋
や
人

物
の
正
体
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
能
は

理
解
で
き
な
い
、
と
考
え
る
傾
向
が
あ
る
。

し
か
し
何
も
知
ら
ず
に
、
た
だ
の
海
人
の

女
だ
と
思
い
な
が
ら
観
て
い
る
一
般
の
観

客
に
と
っ
て
、
語
っ
た
り
演
じ
た
り
し
て

く
れ
た
彼
女
自
身
が
、
実
は
そ
の
海
人
の

幽
霊
だ
っ
た
と
知
ら
さ
れ
る
と
い
う
展
開

は
、
大
き
な
驚
き
と
な
る
に
違
い
な
い
。

例
え
ば
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
と
比

較
し
た
場
合
、
謡
曲
か
ら
受
け
る
「
素
朴

な
台
本
」
と
い
う
印
象
は
否
定
で
き
な
い

だ
ろ
う
。
そ
れ
が
優
れ
た
文
章
で
綴
ら
れ

て
い
た
と
し
て
も
「
誰
が
ど
う
し
て
ど
う

な
っ
た
」
と
一
言
で
筋
を
説
明
で
き
る
場

合
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
能
の
現
実

に
『
海
人
』
の
前
場
を
照
ら
し
合
わ
せ
て

み
る
時
、
幽
霊
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
な
が

ら
も
、
巧
み
に
海
人
の
女
の
物
語
を
進
め

て
い
く
と
い
う
前
シ
テ
の
行
動
に
、
考
え

抜
か
れ
た
作
劇
上
の
工
夫
が
あ
る
の
を
見

逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
も
そ
も
「
前
シ
テ
の
幽
霊
」
と
い
う

の
は
夢
幻
能
の
重
要
な
登
場
人
物
で
あ
る
。

夢
幻
能
と
は
、
広
く
は
、
生
き
た
人
間
で

は
な
く
超
人
的
な
存
在
、
神
や
鬼
、
物
の

精
、
人
の
霊
な
ど
が
登
場
す
る
作
品
全
般

を
示
し
、
能
に
特
有
の
形
式
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。『
海
人
』
の
場
合
は
、
死
者
が

意
図
的
に
自
分
の
正
体
を
隠
し
、
幽
霊
と

な
っ
て
登
場
す
る
形
の
夢
幻
能
で
あ
る
が
、

夢
幻
能
の
多
く
は
世
阿
弥
の
作
品
と
考
え

の
話
を
聞
く
。
そ
の
後
で
追
善
供
養
が
始

ま
る
と
、
土
中
に
葬
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
「
海
人
」
の
亡
霊
が
「
黒
頭
」
で

登
場
し
『
玉
ノ
段
』
を
演
じ
る
。
こ
れ
な

ら
ば
無
理
は
な
い
と
思
う
が
、
そ
う
な
る

と
古
い
形
は
、
今
の
前
場
と
は
違
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
現
在
の
『
海
人
』
の
前
半
を
、

「
海
人
」
が
「
幽
霊
」
で
あ
る
こ
と
を
隠
し

て
登
場
す
る
、
と
い
う
点
に
注
目
し
て
み

て
い
く
と
、
場
面
の
進
行
に
は
想
像
以
上

に
計
算
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。志

度
の
浦
に
つ
い
た
房
前
の
一
行
の
前

に
、
一
人
の
海
人
が
通
り
か
か
る
。
ま
ず

海
人
は
、
昔
も
こ
の
浦
の
海
人
が
、
大
臣

に
頼
ま
れ
て
海
に
も
ぐ
り
、
竜
宮
か
ら
宝

珠
を
取
り
戻
し
た
こ
と
が
あ
る
と
ほ
の
め

か
す
。
従
者
が
こ
の
言
葉
に
気
を
留
め
る

と
、
次
に
海
人
は
、
房
前
が
生
ま
れ
る
ま

で
の
い
き
さ
つ
を
語
る
。
こ
こ
で
、
自
分

の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
気
づ
い

た
房
前
は
、
海
人
に
自
分
の
生
い
立
ち
を

語
り
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
母
に
対
し
て

の
懐
か
し
い
思
い
に
浸
る
。
そ
の
間
に
海

人
は
従
者
に
対
し
て
、
実
は
自
分
も
そ
の

海
人
の
縁
者
で
あ
る
こ
と
を
打
ち
明
け
る

が
、
藤
原
氏
一
門
の
名
誉
の
た
め
に
房
前

に
は
黙
っ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
か

ら
、
我
が
子
の
た
め
に
海
に
も
ぐ
り
宝
珠

を
取
り
返
す
ま
で
の
海
人
の
行
動
の
「
も

の
ま
ね
」
が
『
玉
ノ
段
』
に
よ
っ
て
演
じ

ら
れ
、
乳
房
の
中
か
ら
宝
珠
が
取
り
出
さ

れ
た
臨
終
の
場
面
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
後

で
、
よ
う
や
く
「
こ
れ
こ
そ
御
身
の
母
、
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ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
注
５
）。

正
体
を
隠
し
た
海
人
の
幽
霊
が
登
場
し
、

な
お
か
つ
台
本
と
し
て
堅
実
な
構
成
を
持

つ
『
海
人
』
の
前
場
が
、
は
た
し
て
金
春

権
守
の
演
じ
た
段
階
で
す
で
に
備
わ
っ
て

い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

能
『
海
人
』
は
後
場
だ
け
で
な
く
、
前

場
に
も
世
阿
弥
が
改
作
の
手
が
加
え
ら
れ
、

全
体
を
通
し
て
整
え
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
、

と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て

そ
の
時
に
、「
普
通
の
海
人
」
を
「
海
人
の

幽
霊
」
に
仕
立
て
変
え
る
と
い
う
世
阿
弥

の
ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
、「
前
シ
テ
の
幽

霊
」
が
新
た
に
登
場
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

注１
　
伊
藤
正
義
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
謡
曲

集
』
上
「
各
曲
解
題
　
海
士
」

２
　
香
西
精
「
犬
王
の
天
女
」
『
世
阿
弥
新
考
』

竹
本
幹
夫
「
天
女
舞
の
研
究
」
『
能
楽
研
究
』

第
四
号

３
　
堀
口
康
生
「
作
品
研
究
　
海
士
」
『
観
世
』

一
九
七
九
年
七
月

４
　
岩
波
思
想
大
系
『
世
阿
弥
・
禅
竹
』

５
　
表
章
「
作
品
研
究
〈
求
塚
〉
」
補
説
（
１
）

『
能
楽
史
新
考
』
二

『
副
言
巻
』
の
試
み

―
《
白
水
郎

あ

ま

》
の
間
語
り
か
ら
―

橋
場
　
夕
佳

十
六
代
観
世
大
夫
元
章
（

享
保
七
年

﹇
一
七
二
二
﹈
〜
安
永
三
年
﹇
一
七
七
四
﹈）

が
中
心
と
な
っ
て
、
明
和
二
年
（
一
七
六

五
）
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
「
明
和
改
正
謡

本
（
以
下
、
明
和
本
）」
と
呼
ば
れ
る
一

連
の
謡
本
が
あ
る
。
そ
の
明
和
本
と
「
不

可
分
の
関
係
に
あ
る
」（
表
章
氏
）
と
さ
れ

る
間
狂
言
台
本
が
『
副
言
巻
』
で
あ
る
。

こ
の
『
副
言
巻
』
は
、
一
部
未
出
な
が
ら

全
十
三
冊
か
ら
成
る
と
さ
れ
て
お
り
（
注

１
）
、
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
の
第
五
冊

（
観
世
宗
家
蔵
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
《
白

水
郎
》
（『
副
言
巻
』
の
表
記
に
よ
る
）
の

間
語
り
を
取
り
上
げ
る
。

能
《
海
士
》
は
、
亡
母
の
追
善
の
た
め

に
志
度
の
浦
へ
来
た
藤
原
房
前
（
子
方
）

の
前
に
、
海
士
（
前
ジ
テ
、
実
は
房
前
の

母
）
が
現
れ
、
面
向
不
背
ノ
珠
を
竜
宮
か

ら
取
り
戻
し
た
時
の
有
様
を
再
現
す
る
前

場
と
、
亡
母
の
追
善
と
そ
れ
に
よ
る
龍
女

成
仏
を
描
い
た
後
場
か
ら
成
る
。
他
の
間

狂
言
台
本
（
注
２
）
に
よ
る
と
、
《
海
士
》

の
間
語
り
で
は
概
ね
次
の
三
つ
の
要
素
が

語
ら
れ
る
。

①
淡
海
公
（
藤
原
不
比
等
）
の
妹
が
唐
の

高
宗
皇
帝
の
后
と
な
り
、
氏
寺
で
あ
る

興
福
寺
に
は
花
原
磬
、
泗
濱
石
、
面
向

不
背
ノ
珠
の
三
つ
の
宝
が
渡
さ
れ
た
。

②
花
原
磬
、
泗
濱
石
は
無
事
に
都
へ
と
届

け
ら
れ
た
が
、
面
向
不
背
ノ
珠
は
龍
王

に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
。

③
面
向
不
背
ノ
珠
を
奪
還
す
べ
く
、
不
比

等
は
志
度
の
浦
へ
赴
く
。
そ
こ
で
海
士

と
契
り
を
結
び
、
二
人
の
間
に
は
男
児

が
生
ま
れ
た
。
海
士
は
我
が
子
を
不
比

等
の
世
継
ぎ
と
す
る
約
定
を
交
わ
し
、
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と
こ
た
へ
給
ふ
。
さ
る
に
よ
つ
て
海

人
官
女
オ
ト
メ

ハ
龍
宮
へ
入
つ
ゐ
に
面
向
不

背
乃
玉
を
取
か
へ
し
。
其
身
ハ
悪
龍

乃
た
め
に
死
し
て
候
へ
ど
も
。
彼
玉

ハ
我
朝
の
至
寶
と
な
り
。
御
子
ハ
今

房
埼
殿
と
や
ら
む
申
げ
に
候
。
又
父

乃
海
人
ハ
夫
よ
り
僧
と
な
り
て
候

が
。
此
弔
ひ
を
う
け
て
う
か
ま
ざ
る

者
な
く
候
。
…
（
以
下
、
省
略
）

す
な
わ
ち
、
前
に
所
の
者
が
房
前
の
一

行
に
教
え
た
尊
い
僧
と
は
、
房
前
の
祖
父

だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
に
引
用
し

た
よ
う
に
、
先
述
の
③
の
要
素
は
含
ま
れ

る
も
の
の
、
全
体
は
海
士
の
父
娘
の
物
語

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間
語

り
の
後
、
追
善
の
た
め
殺
生
禁
断
の
触
れ

を
申
し
つ
け
る
点
は
、
他
の
間
狂
言
台
本

と
同
じ
で
あ
る
が
、
房
前
の
祖
父
で
あ
る

件
の
僧
を
志
度
寺
の
住
職
に
据
え
よ
と
の

や
り
と
り
が
新
た
に
加
え
ら
れ
、
こ
の
付

加
部
分
は
房
前
の
亡
母
へ
の
供
養
が
志
度

寺
繁
盛
の
由
来
と
な
っ
た
と
す
る
本
曲
の

終
曲
部
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
《
海
士
》
の
間
語
り
に
、
前
場
の

内
容
と
の
重
複
を
避
け
る
意
図
が
あ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
図
は

『
副
言
巻
』
全
体
に
通
底
す
る
傾
向
の
ひ

と
つ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
前
場
の

再
説
と
も
言
え
る
三
番
目
物
の
間
語
り
が

完
全
に
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
そ

の
顕
著
な
例
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
新
た

に
創
出
さ
れ
て
い
る
海
士
の
父
娘
の
物
語

か
ら
は
、
重
複
を
避
け
る
こ
と
以
上
の
ね

ら
い
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
換
言

す
れ
ば
、
《
海
士
》
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で

自
ら
の
命
と
引
き
替
え
に
面
向
不
背
ノ

珠
を
竜
宮
よ
り
取
り
戻
し
た
。

こ
れ
ら
は
全
て
前
場
で
海
士
が
既
に
語

っ
た
こ
と
で
も
あ
る
。
一
方
で
、『
副
言

巻
』
の
間
語
り
は
、
管
見
の
ど
の
間
狂
言

台
本
と
も
異
な
る
独
自
の
本
文
と
な
っ
て

い
る
。
以
下
、
『
副
言
巻
』
の
《
海
士
》

の
間
語
り
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
房
前
の
大
臣
の
従
者
（
ワ
キ
）

は
所
の
者
（
ア
イ
）
を
呼
び
出
し
、
房
前

の
母
で
あ
る
海
士
の
追
善
の
た
め
、
此
国

で
徳
の
高
い
僧
を
探
し
て
い
る
旨
を
伝
え

る
。
所
の
者
は
こ
の
志
度
の
浦
に
庵
を
結

ぶ
尊
い
僧
が
い
る
と
答
え
、
そ
の
僧
の
子

細
を
語
り
は
じ
め
る
。

僧
は
元
は
此
浦
の
海
士
で
あ
っ
た
。
そ

の
娘
は
容
顔
美
麗
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

海
士
の
業
も
ま
た
巧
み
で
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
辺
り
の
者
は
皆
そ
の
娘
を
得
た
い
と

願
っ
た
が
、
娘
は
決
し
て
承
知
し
な
か
っ

た
。
あ
る
日
、
都
よ
り
の
旅
人
が
こ
の
娘

を
見
そ
め
て
契
り
を
結
び
、
二
人
の
間
に

は
男
児
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
都
人
こ
そ
、

房
前
の
父
・
藤
原
不
比
等
で
あ
っ
た
。
不

比
等
は
娘
に
面
向
不
背
ノ
珠
を
取
り
戻
す

た
め
こ
の
地
に
来
た
こ
と
を
告
げ
る
。
以

下
、『
副
言
巻
』
で
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ

る
。（
括
弧
内
は
筆
者
注
）

海
人
官
女
オ
ト
メ

う
ち
ゑ
み
て
。
始
よ
り
さ

る
御
有
様
と
こ
そ
見
参
ら
せ
て
さ
ふ

ら
ひ
つ
れ
。
其
玉
ハ
い
か
さ
ま
に
も

取
か
へ
し
奉
り
な
ん
。
た
ゞ
し
ミ
づ

か
ら
ハ
か
な
ら
ず
身
ま
か
り
候
ひ
ぬ

べ
し
。
さ
ら
バ
此
御
子
を
す
て
給
ふ

な
と
申
せ
バ
。（
不
比
等
は
）

子
細
あ
ら
じ

前
場
の
再
説
と
な
っ
て
い
た
間
狂
言
に
、

前
場
と
後
場
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
わ
せ
、

且
つ
、
能
で
は
語
ら
れ
な
い
物
語
を
語
る

こ
と
に
よ
っ
て
間
狂
言
自
体
の
独
立
し
た

面
白
さ
を
引
き
出
そ
う
と
い
う
意
図
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は

他
の
間
狂
言
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
る

も
の
の
、
《
海
士
》
の
間
語
り
か
ら
は
間

狂
言
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
見
直
そ
う
と

模
索
す
る
『
副
言
巻
』
の
姿
勢
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
１
）「
明
和
改
正
謡
本
の
周
辺
」（『
能
楽
史
新

号
（
二
）』
わ
ん
や
書
店
。
昭
和
六
十
一
年
）

（
注
２
）
大
蔵
流
間
之
本
（『
大
蔵
家
伝
之
書
　
古

本
能
狂
言
』
）
、
貞
享
松
井
本
（
『
能
楽
資
料
集

成
　
貞
享
年
間
　
大
蔵
流
間
狂
言
本
二
種
』
）
、

森
川
杜
園
旧
蔵
本
（『
謡
曲
大
観
』）
有
江
本
間

之
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
に
拠
っ
た
）、
古
活
字
版
間
之
本
（
関

西
大
学
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
拠
っ
た
）、
当

流
間
仕
舞
付
（
関
西
大
学
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
に
拠
っ
た
）
を
参
照
し
た
。

江
戸
城
に
お
け
る
謡
本
吟
味

―
『
幕
府
書
物
方
日
記
』
の

記
事
を
め
ぐ
っ
て
―

中
尾
　
薫

江
戸
城
が
所
蔵
す
る
書
物
は
、
紅
葉
山

御
文
庫
に
保
管
さ
れ
、
そ
の
補
修
や
貸
借

な
ど
を
行
っ
て
い
た
の
が
書
物
奉
行
を
長

と
す
る
書
物
方
で
あ
る
。
そ
の
書
物
方
の

仕
事
の
一
部
始
終
を
記
録
し
た
『
幕
府
書

物
方
日
記
』
（
大
日
本
近
世
史
料
）
に
、

江
戸
城
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
謡
本
を
め
ぐ

っ
て
、
興
味
深
い
動
き
が
見
ら
れ
る
の
で
、

以
下
、
そ
の
概
要
を
み
て
い
き
た
い
。

そ
れ
は
、
江
戸
城
の
書
物
所
に
「
五
之

八
十
六
」
と
し
て
分
類
保
管
さ
れ
て
い
る

次
の
二
組
の
謡
本
を
め
ぐ
る
記
事
で
あ
る
。

y
謡
本
　
書
本
　
五
月
廿
八
日
下
ル
。

六
十
七
冊
　
一
筥
（
シ
ユ

ン
ケ
イ
塗
。
キ
チ
ヤ
ウ
メ

ン
黒
シ
）。

薄
紫
表
紙
。
泥
絵
ア
リ
。
書
外
題

紅
紙
、
但
一
番
ト
チ
。

小
本
、
奥
書
観
世
小
次
郎
元
頼
書

判
ア
リ
。

内
外
題
五
冊
。
観
世
元
忠
書
判
ア

リ
。
《
舞
車
》
一
冊
同
断
。
《
是

界
》
一
冊
奥
書
ナ
シ
。

y
外
々
三
百
番
謡
本
　
未
二
月
二
十

日
下
ル
。

六
十
冊
　
一
筥
（
黒
塗
、

銀
金
物
）。

五
番
ト
チ
。
花
色
表
紙
、
砂
子
泥

絵
ア
リ
。
書
外
題
、
吹
絵
。
糸
薄

紫
。
但
小
本
。

さ
て
、
『
幕
府
書
物
方
日
記
』
に
よ
る

と
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
五
月
二

十
六
日
、
右
の
謡
本
に
つ
い
て
、
西
丸
よ

り
御
用
が
あ
る
の
で
持
参
せ
よ
と
書
物
方

に
お
達
し
が
で
る
。
当
番
の
書
物
方
が
、

二
組
の
謡
本
を
持
参
す
る
と
、
西
丸
で
は
、

大
久
保
伊
勢
守
（
徳
川
家
重
の
側
人
）
が

そ
れ
に
対
応
し
た
。
書
物
方
は
以
下
の
よ

う
に
伊
勢
守
に
伝
え
る
。
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の
五
月
二
十
八
日
、
大
久
保
伊
勢
守
か
ら

呼
び
出
さ
れ
、
書
物
方
が
西
丸
へ
出
向
い

た
と
こ
ろ
、
「
上
掛
り
観
世
大
夫
奥
書
有

之
方
」
は
用
が
な
い
の
で
先
に
返
却
す
る

が
（
「
御
用
ニ
無
之
間
、
御
下
ケ
被
成

候
」）、
外
々
三
百
番
謡
本
の
方
は
、
西
丸

に
留
め
置
き
、
予
定
通
り
三
十
日
後
に
大

久
保
伊
勢
守
に
伺
書
を
提
出
す
る
よ
う
に

と
伝
え
ら
れ
る
。『
幕
府
書
物
方
日
記
』
に

よ
る
と
、
三
十
日
後
の
八
月
二
十
五
日
に
、

一
回
目
の
伺
書
を
伊
勢
守
に
提
出
す
る
の

を
始
ま
り
と
し
て
、
九
月
二
十
四
日
、
十

月
二
十
四
日
、
十
一
月
二
十
三
日
、
十
二

月
二
十
三
日
、
年
が
あ
け
て
享
保
十
二
年

（
一
七
二
七
）
正
月
二
十
二
日
、
閏
正
月

二
十
二
日
と
計
七
回
、
伺
書
を
提
出
し
て

い
る
記
事
が
認
め
ら
れ
る
が
、
大
久
保
伊

勢
守
か
ら
の
返
答
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

貸
し
出
し
て
い
る
外
々
三
百
番
謡
本
も
返

却
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
、
八
回
目

の
伺
書
の
提
出
で
あ
る
二
月
二
十
日
、
よ

う
や
く
、

五
之
八
十
六
番

外
々
三
百
番
謡
本

六
十
冊

一
筥

右
、
改
無
相
違
、
元
番
江

相
納
候

と
、
外
々
三
百
番
謡
本
が
返
却
さ
れ
、
元

の
場
所
に
納
め
ら
れ
た
旨
が
記
録
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
二
年
後
の
享
保
十
四
年

（
一
七
二
九
）
五
月
七
日
、
外
々
三
百
番

謡
本
は
、
再
び
大
久
保
伊
勢
守
か
ら
御
用

が
あ
っ
て
貸
し
出
さ
れ
、
返
却
さ
れ
る
の

は
二
年
後
の
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）

七
月
十
六
日
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
実
に
の
べ
約
二
年
八
ヶ

月
間
に
わ
た
っ
て
、
西
丸
に
右
の
謡
本
が

右
之
謡
本
、
一
通
り
ハ
上
掛
り
ニ
而

、

観
世
大
夫
奥
書
在
判
等
有
之
候
。
一

通
り
『
外
々
三
百
番
』
之
方
ハ
、
上

下
之
訳
不
分
明
ニ

御
座
候
得
共
、
御

急
之
儀
ニ

付
、
と
く
と
不
遂
吟
味
候
。

然
共
、
御
本
宜
敷
候
間
、
持
参
仕
候
。

す
な
わ
ち
、
二
組
の
謡
本
の
内
、
一
方

は
観
世
大
夫
の
判
が
あ
る
の
で
上
掛
り
の

謡
本
だ
が
、
一
方
の
外
々
三
百
番
謡
本

は
、
上
掛
り
の
も
の
な
の
か
下
掛
り
の
も

の
な
の
か
、
急
ぎ
だ
っ
た
の
で
吟
味
で
き

な
か
っ
た
と
伝
え
る
。
大
久
保
伊
勢
守
は
、

そ
れ
な
ら
ば
二
組
と
も
西
丸
に
留
め
置
い

て
、
追
っ
て
命
ず
る
（「
左
候
ハ
ヽ
二
品
共
ニ

御
留
置
、
追
而
可
被
仰
聞
旨
ニ

御
座
候
」
）

と
答
え
る
。
つ
ま
り
、
上
掛
り
か
下
掛
り

か
西
丸
で
吟
味
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
久
保
伊
勢
守
が
、

こ
の
ほ
か
に
も
謡
本
は
あ
る
か
と
書
物
方

に
質
問
し
て
き
た
の
で
、（「
又
此
外
ニ
ハ

謡
本
有
之
候
哉
」）、
書
物
方
は
、
他
に
も

下
掛
り
も
上
掛
り
の
御
本
も
あ
る
が
、
取

り
集
め
た
も
の
で
御
役
に
は
た
た
な
い
の

で
、
こ
の
二
組
だ
け
を
持
っ
て
き
た
と
申

し
上
げ
る
（「
此
外
ニ
ハ
、
御
本
御
座
候

得
共
、
下
掛
り
之
御
本
、
又
ハ
上
掛
り
ニマ
ヽ

御
本
も
御
座
候
へ
共
、
取
集
た
る
物
ニ
而

御

用
ニ

難
相
達
候
間
、
此
二
品
計
差
上
候
」）。

以
上
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
末
、

御
本
の
留
め
置
き
（
貸
し
出
し
）
期
間
は

三
十
日
間
な
の
で
、
ま
た
三
十
日
後
に
書

物
方
か
ら
お
伺
い
に
行
く
こ
と
と
し
、
ひ

と
ま
ず
二
組
と
も
西
丸
に
貸
し
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
そ
の
後
の
動
向
だ
が
、
二
日
後

留
め
置
か
れ
た
の
は
、
何
の
た
め
だ
っ
た

の
か
、
『
幕
府
書
物
方
日
記
』
の
記
述
だ

け
で
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
外
々

三
百
番
謡
本
を
め
ぐ
る
一
連
の
動
向
と
関

連
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の

が
、
観
世
左
近
『
能
楽
随
想
』
（
河
出
書

房
、
一
九
三
九
年
）
で
紹
介
さ
れ
た
十
五

世
観
世
大
夫
元
章
の
自
筆
の
書
入
の
記
事

で
あ
る
。
そ
れ
は
観
世
家
に
伝
わ
る
《
半

蔀
》
の
謡
本
に
記
さ
れ
た
、

半
蔀
之
御
謡
本
、
文
句
ハ
カ
リ
直

シ
可
上
旨

享
保
十
四
年
己
酉
年
八
月
十
七
日
、

大
久
保
伊
勢
守
殿
ヨ
リ
、
被
仰
下
文

句
直
、
同
十
九
日
ニ
、
伊
勢
守
殿
江

上
ル
。
又
《
半
蔀
》
之
御
本
、
九
月

二
十
八
日
伊
勢
守
ヨ
リ
仰
下
被
成
章

句
ヲ
附
朱
筆
ヲ
加
、
十
一
月
朔
日
上

ル
。

と
い
う
記
事
で
、
右
に
よ
れ
ば
観
世
家
で

は
（
こ
の
と
き
の
観
世
大
夫
は
十
四
世
清

親
）
、
大
久
保
伊
勢
守
か
ら
《
半
蔀
》
の

文
句
を
直
す
よ
う
仰
せ
下
さ
れ
た
の
で
章

句
直
し
た
と
あ
る
。
後
に
観
世
元
章
が

大
々
的
に
詞
章
を
改
訂
し
て
出
版
し
た
明

和
改
正
謡
本
以
前
に
、
謡
本
の
詞
章
の
改

訂
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
う
る
記

述
だ
が
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
『
幕
府
書

物
方
日
記
』
の
記
事
と
時
期
も
重
な
り
、

外
々
三
百
番
謡
本
を
長
期
間
借
り
出
し
て

い
た
大
久
保
伊
勢
守
が
文
句
改
訂
を
命
じ

て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

御
書
物
方
が
記
録
し
た
大
久
保
伊
勢
守

の
外
々
三
百
番
謡
本
の
長
期
間
に
わ
た
る

貸
し
出
し
は
、
《
半
蔀
》
の
書
入
に
記
さ

れ
た
謡
本
文
句
の
改
訂
が
伊
勢
守
か
ら
命

じ
ら
れ
た
と
す
る
動
向
と
密
接
に
関
わ
る

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ラ
ジ
オ
放
送
と
謡
曲

―
「
謡
い
方
」の
全
国
的
統
一
へ
の
道
―

飯
塚
　
恵
理
人

現
在
、
ど
の
流
儀
に
お
い
て
も
、
地
域

に
よ
っ
て
「
謡
い
方
」
が
異
な
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
ほ
ぼ
全
国
的
な
統
一
が
な

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、

こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
実
は
昭
和
初

期
以
降
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
大
正
十
四
年
、
観
世
流
謡
曲
音

譜
会
は
、
「
宗
家
観
世
元
滋
先
生
吹
込
番

謡
音
譜
」
と
い
う
題
目
で
、
観
世
元
滋
の

番
謡
の
レ
コ
ー
ド
を
発
売
し
た
。
発
売
順

序
は
《
熊
野
》
《
田
村
》
《
俊
寛
》
《
弱

法
師
》
《
高
砂
》
…
で
、
初
心
者
用
の
曲

か
ら
発
売
し
て
い
る
。「
能
楽
画
報
」
大
正

十
五
年
一
月
号
裏
表
紙
の
広
告
（
注
１
）
に

「
本
音
譜
は
首
尾
を
通
じ
て
元
滋
先
生
の

独
吟
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
御
所
蔵
の
方
は

御
宅
に
在
つ
て
日
々
宗
家
先
生
に
就
い
て

教
へ
を
受
け
ら
る
ゝ
と
同
じ
訳
で
一
番
を

通
じ
て
の
節
扱
ひ
も
仮
名
の
扱
ひ
も
総
て

が
こ
れ
に
依
つ
て
明
か
に
な
り
、
観
世
流

の
秘
曲
は
残
ら
ず
御
会
得
が
出
来
る
こ

と
ゝ
信
じ
ま
す
。」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は

そ
れ
ぞ
れ
「
正
本
版
元
特
製
の
謡
本
」
が

附
録
に
つ
く
。「
観
賞
用
」
で
は
な
く
「
稽

古
用
」
の
レ
コ
ー
ド
と
考
え
て
よ
い
。
ま

た
大
正
十
四
年
七
月
十
二
日
に
東
京
放
送
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講
座
『
謡
の
道
し
る
べ
』」
と
し
て
、
解
説

池
内
信
嘉
、
実
演
各
派
家
元
で
始
め
ら
れ

た
。
「
朝
日
新
聞
」
昭
和
七
年
二
月
三
日

朝
刊
（
注
５
）
に
は
、
毎
日
曜
日
午
前
十
一

時
十
分
か
ら
放
送
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と

あ
り
、
平
日
仕
事
を
し
て
い
る
男
性
が
聴

く
こ
と
の
出
来
る
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

「

宝
生
」

昭
和
二
十
八
年
三
月
号
の

「
座
談
会
　
福
井
の
謡
曲
界
」
（
注
６
）
で

は
「
福
井
宝
生
流
の
今
昔
」
と
し
て
、「
戦

前
の
福
井
県
の
宝
生
流
は
小
会
派
の
乱
立

状
態
で
し
た
が
、
昭
和
廿
年
七
月
の
空
襲

を
契
機
に
統
一
の
機
運
が
昂
ま
り
そ
こ
で

有
志
が
相
集
つ
て
発
起
人
会
を
つ
く
り
ま

し
た
」
と
い
う
。
中
身
は
「
佐
々
川
　
福

井
宝
生
会
は
い
わ
ば
統
一
団
体
で
、
そ
の

中
に
は
今
夜
の
藤
門
会
（
近
藤
乾
三
師
同

門
）
も
吉
宝
会
（
佐
野
吉
之
助
師
同
門
）

佐
野
安
彦
師
社
中
、
福
井
巽
会
（
辰
巳
孝

師
同
門
）
調
壽
会
（
飯
島
佐
六
師
同
門
）

鯖
江
宝
生
会
（
西
徹
師
同
門
）
そ
の
他
た

く
さ
ん
の
会
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
謡
が
統
一
に
向
か
い

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
、「
高
木
　
こ
の
ご
ろ

は
東
京
の
謡
が
大
分
入
つ
て
る
ん
じ
や
あ

り
ま
せ
ん
か
。
ラ
ジ
オ
な
ど
で
刺
激
が
多

く
な
つ
て
き
た
の
で
し
よ
う
。

近
藤

（
飯
塚
注：

乾
三
）
統
一
さ
れ
て
き
た
ん

で
す
ね
。
な
ま
り
の
あ
る
人
が
教
え
る
と
、

な
ま
り
の
あ
る
謡
が
出
来
て
し
ま
う
。」
と

あ
る
。
ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま
っ
て
三
十
年

近
く
な
っ
た
昭
和
二
十
八
年
に
は
、
全
国

的
な
謡
い
方
の
統
一
が
顕
在
化
し
て
い
た

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
大
正
時
代
に
は

蓄
音
機
レ
コ
ー
ド
で
、
そ
し
て
昭
和
初
期

局
（
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
）
が
本
放
送
の
初
日
に
宝

生
重
英
の
「
羽
衣
」（
注
２
）
を
放
送
し
て

以
来
、
ラ
ジ
オ
の
全
国
放
送
で
謡
曲
を
取

り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
謡
い
方

の
全
国
統
一
が
進
む
要
因
と
な
っ
た
。「
読

売
新
聞
」
大
正
十
五
年
三
月
三
十
日
（
注

３
）
に
は
、
謡
曲
を
ラ
ジ
オ
で
教
え
る
よ

う
に
と
い
う
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
「
空
中
語
」
と
い
う
投
稿
欄
の
記
事

で
あ
る
。
引
用
す
る
と
、「
余
は
宝
生
流
宗

家
が
屡
々
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
能
楽
趣
味
鼓

吹
の
た
め
に
努
力
し
つ
ゝ
あ
る
を
見
又

こ
ゝ
に
珍
し
く
も
観
世
宗
家
に
よ
る
『
安

宅
』
全
曲
の
放
送
を
聞
い
て
、
と
か
く
旧

弊
の
毀
り
多
き
斯
界
の
た
め
衷
心
歓
喜
に

堪
へ
ぬ
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
従
来
の
謡

曲
放
送
は
他
の
音
曲
の
場
合
と
同
様
、
名

人
の
芸
を
聴
か
せ
ん
た
め
で
あ
る
。
素
よ

り
之
は
結
構
な
事
で
今
後
屡
々
行
は
れ
ん

こ
と
を
希
望
す
る
が
、
更
に
一
歩
を
進
め

て
定
期
的
連
続
的
に
謡
曲
教
授
を
ラ
ヂ
オ

に
よ
つ
て
実
行
し
て
見
て
は
ど
う
か
」
と

い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
能
楽
師
は
数

が
少
な
く
「
三
都
を
除
い
て
は
殆
ど
先
生

ら
し
き
先
生
に
就
く
こ
と
は
不
可
能
」
で

あ
る
こ
と
と
、「
幸
ひ
に
東
京
大
阪
に
居
る

人
も
、
一
度
大
家
の
稽
古
日
に
行
つ
て
見

る
と
、
長
時
間
待
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の

か
驚
い
て
し
ま
ふ
。」
と
い
う
。
こ
の
よ
う

な
理
由
で
先
生
に
習
う
こ
と
が
出
来
な
い

人
が
多
い
が
、
「
能
楽
が
、
一
般
中
流
階

級
の
も
の
と
な
れ
ば
斯
道
は
ま
すw

興

隆
し
結
局
能
楽
家
の
繁
栄
と
な
る
」
と
述

べ
る
。
宗
家
に
よ
る
「
謡
曲
講
座
」（
注

４
）
は
昭
和
七
年
一
月
十
四
日
に
「
家
庭

に
は
ラ
ジ
オ
放
送
で
、
東
京
の
家
元
や
名

人
の
謡
が
全
国
に
知
ら
れ
た
。
彼
ら
に
つ

い
て
習
い
た
い
と
い
う
希
望
が
、
鉄
道
・

道
路
の
整
備
に
よ
り
能
楽
師
の
出
稽
古
に

繋
が
る
。
最
初
に
「
こ
の
人
に
習
い
た
い
」

と
い
う
希
望
が
な
け
れ
ば
、
中
流
階
級
の

人
が
グ
ル
ー
プ
を
作
り
集
団
で
東
京
の
能

楽
師
を
呼
ん
で
習
う
と
い
う
現
象
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
全
県
も
し
く
は

全
国
的
な
流
儀
別
の
素
人
愛
好
者
の
組
織

が
作
ら
れ
て
行
く
。
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
り

東
京
の
宗
家
や
名
人
の
謡
を
全
国
放
送
で

聞
く
機
会
が
増
え
、
ま
た
宗
家
の
レ
コ
ー

ド
が
稽
古
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
が
、
能
楽

の
質
的
変
化
に
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

（
注
１
）「
能
楽
画
報
」
第
二
十
年
一
月
号
　
能
楽

書
院
　
大
正
十
五
年
一
月
十
日
発
行
　
裏
表
紙

（
注
２
）「
読
売
新
聞
」

大
正
十
四
年
七
月
十
日

朝
刊
二
面

（
注
３
）「
読
売
新
聞
」

大
正
十
五
年
三
月
三
十

日
朝
刊
十
面

（
注
４
）「
朝
日
新
聞
」

昭
和
七
年
一
月
十
四
日

朝
刊
九
面

（
注
５
）「
朝
日
新
聞
」

昭
和
七
年
二
月
三
日
朝

刊
七
面

（
注
６
）「
宝
生
」

第
二
巻
第
三
号
（
通
巻
二
七

三
号
）
わ
ん
や
書
店
　
昭
和
二
十
八
年
三
月
一

日
発
行
　
八
―
十
一
頁

補
記
　
本
研
究
は
平
成
十
八
年
度
高
橋
信
三
記
念

放
送
文
化
振
興
基
金
に
よ
る
成
果
の
一
部
と
な

り
ま
す
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

南
北
朝
期
の
社
会
事
象
と
狂
言林

　
和
利

私
は
最
近
、
南
北
朝
時
代
の
約
六
十
年

間
（
一
三
三
六
〜
九
二
）
の
文
化
状
況
が
、

思
い
の
ほ
か
活
況
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、

意
外
の
感
に
打
た
れ
て
い
る
。

能
楽
に
関
与
す
る
観
阿
弥
と
二
条
良
基

の
生
存
期
間
が
概
ね
こ
の
時
期
に
収
ま
る

の
を
初
め
と
し
て
、
平
曲
の
明
石
覚
一
、

「
太
平
記
」
の
作
者
と
お
ぼ
し
き
小
島
法

師
、
五
山
文
学
の
秀
才
義
堂
周
信
・
絶
海

中
津
な
ど
の
生
存
期
間
も
、
ま
さ
に
こ
の

時
期
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
世
阿
弥
の

活
躍
も
始
ま
っ
て
い
る
し
、
兼
好
や
夢
窓

疎
石
の
晩
年
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。

ま
さ
に
綺
羅
星
の
ご
と
き
人
材
の
輩
出

と
文
化
創
出
の
時
代
と
言
っ
て
よ
い
。
こ

の
時
期
に
続
く
の
が
北
山
文
化
の
時
代
で

あ
る
が
、
量
的
に
は
む
し
ろ
南
北
朝
期
の

方
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

た
ぶ
ん
、
南
北
朝
期
の
諸
種
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
北
山
文
化
に
結
実
す
る
の
で
あ
ろ

う
。こ

の
南
北
朝
期
を
日
本
の
文
芸
復
興
期
＝

ル
ネ
サ
ン
ス
と
呼
ん
で
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
さ
え
、
私
は
ひ
そ
か
に
思
い
始
め

て
い
る
が
、
そ
う
い
う
時
代
認
識
は
あ
ま

り
聞
か
な
い
。
南
北
朝
争
乱
の
混
乱
期
で

文
化
創
出
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

の
が
、
一
般
的
な
常
識
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
な
ぜ
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り

得
た
の
か
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
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暦
寺
に
対
す
る
示
威
行
為
だ
っ
た
と
さ
れ

る
。ま

た
、
路
上
の
猿
飼
（
猿
回
し
）
の
絵

が
『
融
通
念
仏
縁
起
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
当
時
、
猿
回
し
が
都
で
は
や
っ
た
芸

能
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
社
会
事
象
が
「
靱
猿
」
成
立

の
背
景
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

さ
ら
に
「
通
円
」。
時
代
は
す
で
に
室
町

に
移
っ
て
い
る
が
、
一
四
〇
三
年
四
月
、

京
都
東
寺
の
門
前
で
茶
を
商
う
道
覚
と
い

う
人
物
が
、
東
寺
に
対
し
て
請
文
（
誓
約

書
）
を
出
し
、
茶
店
の
営
業
を
許
可
さ
れ

た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
同
様
の
こ
と
が

一
四
一
一
年
に
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
に
は

街
角
の
茶
売
り
が
描
か
れ
て
い
て
、
当
時
、

路
上
の
喫
茶
が
身
近
に
な
っ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
社
会
事
象
が
、「
通
円
」
成

立
の
背
景
に
あ
っ
た
可
能
性
は
考
え
て
お

い
て
よ
い
。「
通
円
」
は
宇
治
橋
（
平
等
院

門
前
）
で
大
茶
を
た
て
て
亡
く
な
っ
た
茶

売
り
が
シ
テ
な
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、「
入
間
川
」
も
「
靱
猿
」
も

前
掲
『
糺
河
原
勧
進
猿
楽
日
記
』
に
記
さ

れ
た
曲
で
あ
り
（「
靱
猿
」
は
「
猿
引
」
と

い
う
曲
名
）、
そ
れ
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

つ
ま
り
、
演
目
と
し
て
の
記
録
は
遅
れ

る
け
れ
ど
も
、
南
北
朝
時
代
、
す
で
に
現

行
狂
言
の
い
く
つ
か
が
成
立
し
て
い
た
可

能
性
を
、
私
は
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

ら
生
じ
た
の
か
。
た
ぶ
ん
鎌
倉
後
期
に
お

け
る
南
宋
文
化
の
吸
収
と
刺
激
が
一
因
か

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
究
明
は
と
も
か
く
、

そ
う
い
う
目
で
狂
言
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を

見
渡
し
て
み
る
と
、
面
白
い
こ
と
に
気
が

付
い
た
。

狂
言
の
演
目
が
記
録
さ
れ
た
最
も
早
い

事
例
は
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
の

『
糺
河
原
勧
進
猿
楽
日
記
』
で
あ
る
が
、
そ

れ
以
前
の
南
北
朝
期
に
、
狂
言
の
素
材
ま

た
は
背
景
に
関
係
す
る
か
と
思
わ
せ
る
事

象
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ

の
い
く
つ
か
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
は
「
入
間
川
」
。
一
三
三
三
年
五

月
、
上
野
国
で
鎌
倉
幕
府
打
倒
の
兵
を
挙

げ
た
新
田
義
貞
は
、
同
月
一
〇
日
、
武
蔵

国
入
間
川
に
布
陣
し
て
い
る
。
翌
日
か
ら

鎌
倉
に
向
か
っ
て
南
下
。
進
撃
の
度
に
勝

利
を
収
め
て
勢
力
を
拡
大
し
、
二
二
日
、

つ
い
に
鎌
倉
幕
府
を
滅
亡
さ
せ
る
の
で
あ

る
。倒

幕
の
手
柄
話
と
し
て
、
当
時
、
入
間

川
と
い
う
地
名
は
繰
り
返
し
語
ら
れ
た
に

ち
が
い
な
い
。
そ
れ
が
「
入
間
川
」
成
立

に
関
与
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
関
東
の
一

地
方
の
小
さ
な
地
名
が
狂
言
の
曲
名
に
な

り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
は
「
靱
猿
」
。
一
三
四
〇
年
、
ば
さ

ら
大
名
で
知
ら
れ
る
佐
々
木
道
誉
が
、
天

台
宗
の
妙
法
院
に
狼
藉
を
は
た
ら
き
、
延

暦
寺
衆
徒
の
訴
え
で
出
羽
に
流
罪
に
な
っ

た
。
こ
の
と
き
、
一
行
の
靱
に
猿
皮
が
使

わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
猿
は
日
吉
神
社
の

使
い
。
つ
ま
り
、
日
吉
神
社
と
一
体
の
延
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平
成
18
年
５
月
７
日
　
　
金
春
八
左
衛
門
安
治
〔
朋
之
助
〕
追
跡

飯
塚
恵
理
人
氏

山
脇
得
平
本
間
狂
言
本
輪
読
　
野
宮

佐
藤
　
友
彦
氏

平
成
18
年
７
月
２
日
　
　
『
副
言
巻
　
第
五
』
雑
能
の
間
語
の
再
検
討

橋
場
　
夕
佳
氏

山
脇
得
平
本
間
狂
言
本
輪
読
《
藤
》

田
崎
　
未
知
氏

平
成
18
年
９
月
17
日
　
　
狂
言
と
身
体

―
説
得
力
と
引
力
の
奇
跡
―

鈴
木
　
網
子
氏

山
脇
得
平
本
間
狂
言
本
輪
読
「
弓
八
幡
」

野
崎
　
典
子
氏

平
成
18
年
11
月
５
日
　
　
豊
橋
安
海
熊
野
神
社
古
文
書
撮
影
・
調
査
（
こ
の
月
の
み
豊
橋
安

海
熊
野
神
社
）

平
成
18
年
12
月
10
日
　
　
因
州
藩
池
田
家
旧
蔵
能
面
の
面
袋
か
ら

保
田
　
紹
雲
氏

録
音
に
聴
く
大
正
・
昭
和
の
能

飯
塚
恵
理
人
氏

山
脇
得
平
本
間
狂
言
本
輪
読
「
龍
田
」

橋
場
　
夕
佳
氏

平
成
19
年
２
月
11
日
　
　
松
平
下
総
家
の
東
照
宮
と
演
能

米
田
　
真
理
氏

輪
読
　
山
脇
得
平
本
間
狂
言
輪
読
《
三
輪
》

中
尾
　
　
薫
氏

〔
彙
報
〕
東
海
能
楽
研
究
会
で
は
平
成
17
年
度
よ
り
「
伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会
」（
文
化
庁

外
郭
団
体
）
の
助
成
を
得
て
「
伝
統
文
化
子
供
能
楽
教
室
」（
中
村
教
室
　
能
楽
教
室
）
を
筧

鉱
一
師
指
導
に
よ
り
中
村
区
米
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
行
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
18
年
度
も
継
続
し
て
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
東
海
能
楽
研
究
会
三
重
県
支
部
（
代
表
　
長

田
驍
師
）
が
、
平
成
18
年
度
よ
り
同
じ
く
助
成
を
得
て
、
津
市
松
風
閣
に
て
「
伝
統
文
化
子
供

能
楽
教
室
」（
喜
多
流
　
謡
曲
・
仕
舞
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
秋
よ
り
東

海
能
楽
研
究
会
豊
橋
支
部
（
朝
川
知
勇
代
表
　
能
楽
囃
子
）
が
豊
橋
市
西
村
舞
台
に
て
「
伝
統

文
化
能
楽
子
供
教
室
」
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
東
海
能
楽
研
究
会
豊
橋
支
部
は
、
こ
の
子
供

教
室
の
功
績
に
よ
り
、
平
成
19
年
３
月
28
日
豊
橋
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
「
中
村
英
彦
記
念

青
少
年
育
成
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
は
、
本
部
・
支
部
合
わ
せ
て
子
供
能
楽
教

室
を
三
教
室
申
請
い
た
し
ま
す
。
全
教
室
の
採
択
と
、
東
海
地
域
で
た
く
さ
ん
の
子
供
達
が
能

楽
の
次
世
代
の
愛
好
者
に
育
っ
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。


